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第 292 回京都市考古資料館文化財講座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018 年２月 24日
連続講座「考古学からみた鴨東の歴史」第２回

稲作のはじまりからクニの成立へ

　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　淳史（京都大学文化財総合研究センター）

１.　はじめに –「弥生時代」とは？
　定義と年代の問題：いつから、何を基準に「弥生時代」とするのか？

２.　京都盆地の弥生時代
　a全体の概要
　b比叡山西南麓〜鴨東の状況

３.　稲作のはじまりをさぐる
　–京都大学吉田キャンパスの弥生前期水田調査から –
　a水田遺構の特徴：小区画水田
　b調査からわかったこと：地形環境への順応・大きな集団は養えない

４.　ムラのひろがりと交流
　–弥生中期のお墓と土器の調査から –
　a鴨東の弥生中期遺跡の特徴：方形周溝墓の点在（小規模集団の散在？）
　b出土土器からみる弥生中期の地域間交流：淀川水系と近江・東海地方との結節

５.　弥生から古墳へ –クニの成立
　a古墳時代とは？：定型的大型前方後円墳（→鴨東にはない）
　b鴨東の状況と特質：岡崎遺跡と吉田二本松古墳群

６.　まとめ
　弥生〜古墳時代の鴨東地域とは、どんな地域だったか？
　→弥生前期の先駆的な開発
　→古墳前期の欠落：その理由は？
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